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〈…...Tuももoque1 rnondo nero， furnoso e rurneroso， ne1 qua1e eg1i 










































が良質なのと官ゐ恵、まれた配置によるといわれてきた. (P. 115) 
次には動物の比輸を用いて，ラ・リゾン号の走行を競走馬の全力疾定にたとえている.
柔順だが気偉なので，思いどおり運転できないとき，ジャックは「端息持ちJ.( pous-































































< Avce ses cuivres claires， ses aciers luisanもs，la machine glis-
saiも arrivai七desa marche douce eも foudroyanもe，sous la pluie 















































彼方へ，未来に向けて出発するのだった (P. 237) 
乙乙には明快な楽天主義にたつゾラ姿勢がみられる.終章第十章の最終部分にも「ただ







(1) フランソワ・ゾラ 1795年ヴェニス生まれ，国籍イタリア. 1821年に大陸で最初






(6) 特に Lefevreeも Cerbelaud Les chernins de fer を熟読している.
1966年に復刻再版.
(7) [)ジエルミナーノレ」のエチエンヌ・ランティエを登場させなければならない。彼は
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